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●
序
論

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
お
け

る
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
農
業
や
非
関

税
障
壁
な
ど
に
お
い
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国

間
の
利
害
が
対
立
し
、
行
き
詰
っ
て
い

る
。
二
〇
〇
一
年
に
ド
ー
ハ
に
お
い
て

開
始
さ
れ
た
交
渉
は
、
主
要
な
合
意

に
到
達
で
き
ず
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
は
農
業
問

題
な
ど
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
が
、
実

は
同
ラ
ウ
ン
ド
の
焦
点
の
ひ
と
つ
は

開
発
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、

「
ド
ー
ハ
開
発
ラ
ウ
ン
ド
」
と
い
う
呼

称
が
示
し
て
も
い
る
。
開
発
の
観
点
に

お
い
て
、
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
が
達
成
し

た
事
項
に
無
税
無
枠
措
置
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
の
香
港
閣

僚
会
議
に
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
後

発
開
発
途
上
国
（
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
か
ら
の
輸

入
に
対
し
て
無
税
無
枠
措
置
（D

uty 
Free Q

uota Free

（
Ｄ
Ｆ
Ｑ
Ｆ
）
を

講
じ
る
こ
と
を
先
進
国
お
よ
び
そ
う
す

る
に
相
応
し
い
立
場
に
あ
る
と
考
え
る

発
展
途
上
国
々
が
約
束
す
る
、
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

●
無
税
無
枠
措
置
概
観

現
在
一
五
九
カ
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟

し
て
い
る
が
、
そ
の
内
三
四
カ
国
が
国

際
連
合
の
定
義
に
よ
る
後
発
開
発
途
上

国
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
は
五

分
の
一
以
上
の
投
票
権
を
有
し
て
お

り
、
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
の
通
称
が
ド
ー

ハ
開
発
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
よ
う
に
開
発

の
側
面
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
も
不

思
議
で
は
な
い
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
前
身
で
あ

る
「
関
税
お
よ
び
貿
易
に
関
す
る
一

般
協
定
（General A

greem
ent on 

T
ariff s and T

rade

：
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
）」

に
お
い
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
に
対
す
る
優

遇
措
置
と
し
て
「
特
別
の
か
つ
異
な

る
待
遇
（Special and D

iff erential 
treatm

ent

）」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

Ｄ
Ｆ
Ｑ
Ｆ
措
置
は
そ
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年

一
二
月
の
香
港
閣
僚
会
議
に
て
先
進
国

加
盟
国
は
二
〇
〇
八
年
ま
で
に
最
低

九
七
％
の
関
税
品
目
の
ゼ
ロ
関
税
化

を
実
施
す
る
こ
と
で
合
意
が
な
さ
れ

た
。
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
欧
州

共
同
体
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
、
日
本
、
お
よ
び
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る

発
展
途
上
国
で
は
あ
る
も
の
の
近
年
に

な
っ
て
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
に
対
し
て
の
優
遇

税
率
措
置
を
始
め
た
韓
国
お
よ
び
中
国

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国

に
対
す
る
無
税
無
枠
措
置
に
つ
い
て
概

観
す
る
。
こ
れ
ら
の
先
進
国
は
、
一
九

七
〇
年
代
か
ら
遅
く
と
も
一
九
八
〇
年

ま
で
に
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
へ
の
優
遇
措

置
を
始
め
て
い
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

代
に
入
り
優
遇
措
置
の
強
化
を
進
め

て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
は
ア
フ
リ
カ
成

長
機
会
法
（A

frican Grow
th and 

O
pportunity A

ct

）
に
基
づ
く
ア
フ

リ
カ
諸
国
（
主
に
は
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
）
に

対
す
る
優
遇
措
置
強
化
を
二
〇
〇
〇
年

に
開
始
し
、
欧
州
共
同
体
は
二
〇
〇
一

年
に「
武
器
以
外
の
全
て（Everything 

But A
rm
s

）
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に

よ
り
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
に
対
す
る
無
税
無

枠
措
置
を
更
に
推
し
進
め
て
き
た
。
ま

た
、
日
本
も
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
よ
り

既
に
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
に
対
す
る
無
税
無
枠

措
置
を
拡
大
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
動

き
を
完
遂
さ
せ
た
の
が
香
港
閣
僚
会
議

に
お
け
る
Ｄ
Ｆ
Ｑ
Ｆ
合
意
で
あ
る
。
一

方
、
韓
国
は
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
に
対
す
る
優

遇
措
置
を
二
〇
〇
〇
年
に
開
始
し
、
対

象
国
を
先
進
国
と
同
様
に
全
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸

国
と
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
三
年
時
点

に
て
無
税
無
枠
と
し
て
い
る
品
目
が
全

品
目
数
の
七
五
％
で
あ
る
。
中
国
も
二

〇
〇
六
年
に
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
に
対
す
る
無

税
無
枠
措
置
を
開
始
し
て
い
る
が
、
対

象
国
は
二
〇
一
三
年
時
点
で
三
七
カ
国

で
あ
り
全
て
の
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
を
対
象
と

は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
品
目
カ
バ
ー

率
も
六
割
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
韓
国
お
よ
び
中
国
の
Ｄ
Ｆ
Ｑ
Ｆ

措
置
は
い
ま
だ
限
定
的
と
い
え
よ
う
。

表
１
〜
３
は
関
税
ラ
イ
ン
（
日
本
は
九

桁
、
ア
メ
リ
カ
は
一
〇
桁
、
欧
州
共
同

体
は
一
二
桁
）
の
素
デ
ー
タ
か
ら
各
国

の
ゼ
ロ
関
税
品
目
数
を
年
毎
に
数
え
上

げ
そ
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
ケ
ー
ス
で
説
明
し
よ
う
。
日
本

の
九
桁
の
全
品
目
数
は
、
約
九
〇
〇
〇

品
目
で
推
移
し
て
い
る
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
推
し
進
め
て
き
た
貿
易
自
由

無
税
・
無
枠
措
置
は
後
発
開
発
途

上
国
に
利
益
を
も
た
ら
し
た
の
か

伊
藤 

匡

WTOドーハラウンドは
後発発展途上国に
何をもたらしたか

特　集
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無税・無枠措置は後発開発途上国に利益をもたらしたのか

化
を
反
映
し
て
最
恵
国
待
遇
（
Ｍ
Ｆ

Ｎ
）
の
ゼ
ロ
関
税
の
品
目
数
が
一
九
八

八
年
時
点
で
の
約
二
〇
〇
〇
品
目
か
ら

二
〇
一
一
年
に
は
約
四
〇
〇
〇
品
目
に

増
加
し
て
い
る
。
日
本
を
始
め
先
進
国

は
発
展
途
上
国
に
対
し
て
（
殆
ど
の
場

合
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
も
含
む
）
一

般
特
恵
関
税
（Generalized System

 
of Preferences

：
Ｇ
Ｓ
Ｐ
）
と
呼
ば

れ
る
優
遇
関
税
を
与
え
て
き
た
。
Ｇ
Ｓ

Ｐ
の
ゼ
ロ
関
税
品
目
数
は
、
六
〇
〇
〇

品
目
近
辺
で
推
移
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｄ
Ｃ

へ
の
ゼ
ロ
関
税
品
目
数
は
、
二
〇
〇
〇

年
に
上
昇
を
始
め
二
〇
〇
七
年
以
降
に

更
に
増
え
、
ほ
ぼ
一
〇

〇
％
を
達
成
し
て
い

る
。
一
方
で
表
２
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
メ

リ
カ
の
カ
バ
ー
率
は
九

〇
％
に
至
っ
て
い
な

い
。
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
は
一

般
的
に
他
の
発
展
途
上

国
と
競
争
し
て
い
る

為
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
関
税
と
の

差
異
が
具
体
的
な
優
遇

と
な
る
。
よ
っ
て
、
図

に
挿
入
し
た
矢
印（
⇔
）

の
部
分
が
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国

に
与
え
ら
れ
た
優
遇
と

考
え
て
よ
い
。（
表
か

ら
は
読
み
取
る
こ
と
は

出
来
な
い
が
）
例
え
ば
日
本
の
無
税
無

枠
措
置
の
場
合
、
Ｇ
Ｓ
Ｐ
関
税
に
対
し

て
Ｌ
Ｄ
Ｃ
へ
の
優
遇
関
税
率
（
Ｇ
Ｓ
Ｐ

関
税
か
ら
ゼ
ロ
関
税
率
と
の
差
）
が
一

〇
％
を
超
え
る
品
目
数
は
約
一
〇
〇
〇

品
目
に
上
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
関
税

率
の
観
点
か
ら
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国
は
多

く
の
優
遇
を
得
て
い
る
と
い
え
る
。

●
計
量
分
析

こ
れ
ら
の
優
遇
措
置
は
実
際
に
Ｌ
Ｄ

Ｃ
諸
国
か
ら
の
輸
出
を
増
や
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
の

手
法
に
則
っ
て
分
析
す
る
。
詳
細
は
技

術
的
に
な
り
、
且
つ
多
く
の
紙
面
を
割

く
必
要
が
あ
る
た
め
省
略
す
る
が
、
基

本
的
な
考
え
方
は
、
も
し
無
税
無
枠

措
置
が
な
か
っ
た
場
合
の
仮
想
現
実

に
お
け
る
輸
出
を
想
定
し
、
そ
れ
と

現
実
の
輸
出
と
の
差
を
み
る
も
の
で

あ
る
。
差
の
差
の
差
（D

iff erence in 
D
iff erence in D

iff erence

）
と
呼
ば

れ
る
手
法
を
用
い
た
結
果
、
日
本
お
よ

び
欧
州
共
同
体
に
つ
い
て
は
正
の
効
果

が
確
認
で
き
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い

て
は
先
行
研
究
（Frazer and V

an 
Biesebroeck

（2010

））
が
扱
う
期
間

（
二
〇
〇
六
年
ま
で
）
で
は
正
の
効
果

が
現
れ
る
が
期
間
を
二
〇
一
一
年
ま
で

延
ば
す
と
正
の
効
果
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｃ
諸
国

の
輸
出
を
促
進
す
る
に
は
、
関
税
撤
廃

だ
け
で
は
不
十
分
で
貿
易
の
為
の
援
助

（A
id for trade

）
な
ど
そ
の
他
の
施
策

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
い
と
う　

た
だ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

技
術
革
新
・
成
長
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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表１　ゼロ関税品目数の推移―日本
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表２　ゼロ関税品目数の推移―アメリカ
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表３　ゼロ関税品目数の推移―欧州共同体


